
 

   わかたけ通信  

        ～熱海市立第二小学校 通級指導教室だより～ 
                     令和５年９月２７日 文責 女川 

わかたけ教室の玄関前に、今年もどんぐりがぽとんと落ちる季節になりました。今年は夏が長

かったですが、着実に秋が近づいていることを感じます。秋は過ごしやすい気候ですね。わかた

け教室にやってくる子どもたちは、学習に意欲的に取り組んでいます。 

これからは、寒暖の差が大きくなってきて、体調を崩しやすい時期になります。健康管理に注

意して元気に過ごしていきましょう。１０月もご支援よろしくお願いいたします。 

☆１０月の休みの予定 
  １２日（木）女川：午後    １８日（水）午後 

  ３１日（火）終日 

※予定の変更は、個別に連絡させていただきます。 

☆親子わかたけ教室が始まります 

 別紙にて、日時をお知らせしましたので、ご確認をお願いします。子どもたちの指導時間に予

定させていただいています。お忙しいとは思いますがご協力お願いします。 

☆後期学級費の納入についてお願い 

通級指導教室の指導充実のために、学級費を納入していただいています。後期の会計をピンク

色の封筒に入れて、ご提出ください。前期分未納の方は、１年間分納入してください。よろしく

お願いします。 

≪ＡＢＡ（応用行動分析）では行動に注目 行動の理由は主に４つ≫ 

 ＡＢＡでは、人の行動と環境の関係に焦点を当
てて、困った行動を解消します。 

 子どもが、何か困った行動を取ったとき、とっ
さに「制止する」「叱る」という人は多いでしょ
う。しかし、そうした対応はあくまでも応急処置。
そのときはおさまっても、別のときにまた同じこ
とを繰り返す……ということになりがちです。 

一方、ＡＢＡでは、行動には必ず理由があると
考えます。そこで、行動を起こすまでの状況など
をよく見直して、行動を起こさなくても済むよう
に調整していきます。我慢させる、無理矢理やめ
させるのは簡単です。でも、行動の理由に対応し
ない限り、困った行動は起こり続けます。 

 遠回りのようでも、「なぜ、そのような行動を
するのか」を考えることは、対応法を考えるうえ
でかかせないものです。 

 

出版：ナツメ社 小笠原恵 加藤慎吾：著「発達の気にな

る子の「困った」を「できる」に変える ＡＢＡトレーニ

ング」より 
 

 ＡＢＡでは、行動の理由は４つに分けるそうで
す。④の感覚刺激は、自分だけで完結できる行動の
ため、周囲からは理解されにくいかもしれません。
本人が「気持ちいい」感じていれば、本人にとって
は十分意味のある行動なのだそうです。 



 

 


